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メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
へ
よ
う
こ
そ

大
学
で
南
北
問
題
を
学
び
、
百
貨
店
に
就
職
後
、
二
年
半
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
職
を
取
得
し
、
高
校
時
代
か
ら
夢
で
あ
っ
た
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。
中

米
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
共
和
国
の
マ
ヤ
遺
跡
発
掘
の
視
聴
覚
教
育
を
担
当
し
ま
し

た
。若

い
こ
ろ
は
海
外
の
こ
と
を
や
り
た
か
っ
た
の
に
、
今
は
ど
っ
ぷ
り
ロ
ー
カ

ル
な
活
動
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
川
崎
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぐ
ら
す
・

か
わ
さ
き
で
、
現
在
事
務
局
長
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
メ
サ
・
グ
ラ

ン
デ
」
を
拠
点
に
、
地
産
地
消
の
八
百
屋
、
飲
食
業
、
ス
ペ
ー
ス
提
供
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
支
援
、
調
査
及
び
政
策
提
言
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。少

子
高
齢
化
、
核
家
族
で
の
孤
独
な
子
育
て
、
非
正
規
雇
用
の
増
大
、
ニ
ー

ト
・
引
き
こ
も
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
、
忍
び
寄
る
貧
困
、
障
害
者
の
割
合
の

増
大
、
生
活
保
護
の
増
加
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
、
空
家
問
題
な
ど
な
ど
、

地
域
社
会
の
課
題
を
行
政
や
各
家
庭
及
び
個
人
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
主
体
で
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
加
速
し
、
且

つ
多
岐
に
亘
っ
て
来
て
お
り
、
継
続
的
に
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
活
動
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
が
必
要
で
す
。
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

の
活
動
を
、
余
暇
活
動
と
し
て
で
は
な
く
生
業
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
と
い

う
意
志
・
価
値
観
を
持
つ
、
特
に
若
い
人
々
が
確
実
に
増
え
て
い
る
感
触
が
あ

り
ま
す
。

「
メ
サ
・
グ
ラ
ン
デ
」
で
は
、
食
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
実
は
自
分
自
身
が
相
当
楽
し
ん
で
い
ま
す
！
土
佐

高
校
同
期
の
女
性
三
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
っ
た
り
、
青
年
海
外
協
力
隊

の
同
期
会
を
企
画
し
た
り
、
お
酒
の
講
座
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
ラ
イ
ブ
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
、
映
画
会
な
ど
、
ま
ず
は
運
営
し
て
い
る
者
が
積
極
的
に
楽

し
ん
で
、
人
と
人
が
出
会
い
、
つ
な
が
る
場
、
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
る

場
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
な
あ
、
と
日
々
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
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長

ら

く

会

長

と

し

て

尽

力

さ

れ

た

森

先

輩(

二

三

回)

か

ら

今

春

バ

ト

ン

を

引

き

継

ぎ

ま

し

た

。

岡

村(

三

回)

、

北

岡(

五

回)

、

吉
沢(

十
六
回)

、
岡
崎(

二
三
回)

、

森(

二

三

回)
(

敬

称

略)

の

順

で
、

六

代

目

と

言

う

こ

と

に

な

り

ま

す
。

岡

村

、

北

岡

両

氏

は

関

東

支

部

長

と

の

兼

務

で

し

た

。

私

が

未

だ

四

十

歳

半

ば

の

頃

、

関

東

支

部

の

生

み

の

親

、

育

て

の

親

の

近

藤

先

輩(

六

回)

か

ら

お

誘
い
を
受
け
、
銀
座
六
丁
目
に
あ
っ

た

交

詢

社

の

サ

ロ

ン

で

の

昼

食

会

へ

出

た

の

が

筆

山

会

と

の

出

会

い

で

し

た

。

案

内

に

は

比

較

的

年

配

者

の

会

で

す

と

書

い

て

あ

っ

た

の

で

若

干

の

抵

抗

が

あ

り

ま

し

た

。

未

だ

一

回

生

を

含

む

諸

先

輩

が

お

元

気

で

食

事

の

後

、

囲

碁

、

将

棋

を

楽

し

ん

で

お

ら

れ

ま

し

た

。

昼

食

会

の

会

場

は

そ

の

後

二

か

所

を

経

て

現

在

の

赤

坂

ニ

ュ

ー

オ

ー

タ

ニ

別

館

に

移

り

二

十

年

近

く

に

な

り

ま

す
。

又

ゴ

ル

フ

会

は

昭

和

四

八

年

に

ス

タ

ー

ト

し

、

十

年

近

い

中

断

の

後

再

開

し

、

以

後

年

二

回

開

催

し

来

春

が

七

十

回

目

に

な

り

ま

す

。

歴

代

の

全

参

加

者

の

ス

コ

ア

は

現

在

の

幹

事

役

の

小

松

さ

ん(

四

一

回

)

の

手

許

に

あ

り

ま

す

。

筆

山

会

が

い

つ

頃

ど

ん

な

経

緯

で

ス

タ

ー

ト

し

た

の

か

、

昔

伺

っ

た

筈

な

の

に

思

い

出

せ

な

い

で

い

た

ら

、

古

い

資

料

の

中

か

ら

昭

和

五

八

年

四

月

一

日

発

行

の

「

筆

山

会

だ

よ

り

」

が

出

て

来

ま

し

た

。

前

述

の

近

藤

先

輩

の

発

案

で

岩

村

さ

ん(

四

一

回)

が

編

集

し

た

も

の

で

す

が

、

北

岡

会

長

の

「

発

刊

の
経
緯
」
の
中
に
筆
山
会
が
始
ま
っ

て

ほ

ぼ

九

年

程

に

な

る

と

の

記

述

が

あ

る

の

で

四

八

年

頃

と

な

り

ゴ

ル

フ

会

の

ス

タ

ー

ト

と

も

一

致

し

ま

す

。

そ

の

頃

関

東

支

部

員

に

若

い

方

が

増

え

て

き

た

の

で

、

落

ち

着

い

た

雰

囲

気

で

話

が

出

来

る

会

を

作

ろ

う

と

言

う

の

が

発

足

の

趣

旨

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

こ

の

創

刊

号

の

寄

稿

者

は

一

回

生

を

含

む

六

人

で

す

が

、

み

な

さ

ん

が

初

代

三

根

校

長

へ

の

思

い

を

語

っ

て

い

ま

す

。

又

昭

和

十

七

年

発

行

の

「

三

根

先

生

追

悼

誌

」

(

Ａ

４

版

二

六

八

頁)

に

は

薫

陶

を

受

け

た

一

回

生

か

ら

十

六

回

生

ま

で

の

四

十

九

名

の

先

輩

方

の

敬

慕

の

念

が

溢

れ

て

い

ま

す

。

創

刊

号

の

中

で

北

岡

会

長

の

( 2 )

筆 山 会
会長 浅井伴泰（３０回）

新年会でお会いしましょう
２０１６年１月９日（土）１１：３０受付開始 １４：００まで

代々木倶楽部 １Ｆアザリア 男性 ７０００円 女性 ５０００円

筆
山
会
の
活
動
と
同
好
会



「

三

根

校

長

の

墓

参

会

も

、

直

接

知

っ

て

い

る

同

窓

だ

け

で

は

や

が

て

立

ち

枯

れ

に

な

っ

て

し

ま

う

の

は

残

念

で

（

中

略

）

若

い

人

達

の

積

極

的

参

加

を

期

待

し

た

い

」

と

の

言

葉

を

再

読

し

て

は

っ

と

し

ま

し

た

。

墓

参

会

は

そ

の

後

も

続

き

ま

し

た

が

、

こ

こ

二

十

年

程

は

中

断

し

て

い

ま

し

た

の

で

、

没

後

八

十

年

の

こ

の

機

会

に

再

開

し

先

輩

方

の

思

い

に

応

え

な

け

れ

ば

と

強

く

思

い

ま

し

た

。

告

白

し

ま

す

と

私

は

一

度

も

参

加

し

た

事

の

な

い

不

肖

の

後

輩

だ

っ

た

の

で

尚

更

で

す

。

「

筆

山

会

だ

よ

り

」

は

一

号

で

廃

刊

に

な

り

昭

和

六

十

年

に

現

在

の

よ

う

に

組

織

化

さ

れ

た

関

東

支
部
の
会
報
「
筆
山
」
に
変
身
し
、

そ

の

後

優

秀

な

編

集

者

が

バ

ト

ン

を

繋

ぎ

現

在

に

至

っ

て

い

ま

す

。

墓

参

会

再

開

の

為

に

、

七

月

に

嘗

て

世

話

役

を

務

め

た

岩

村

さ

ん

（

四

一

回

）

に

道

案

内

を

頼

み

前

田

事

務

局

長

（

三

七

回

）

と

一

緒

に

多

磨

霊

園

へ

下

見

に

行

き

ま

し

た
。
想
像
以
上
に
広
大
な
霊
園
で
、

辿

り

着

く

の

に

時

間

が

か

か

り

ま

し

た

が

、

無

事

墓

参

を

済

ま

せ

、

近

所

の

深

大

寺

境

内

の

そ

ば

屋

で

墓

参

プ

ラ

ン

を

練

り

ま

し

た

。

筆

山

会

は

昼

食

会

、

春

と

秋

の

ゴ

ル

フ

会

、

新

年

会

（

昔

は

忘

年

会

）

、

三

根

校

長

墓

参

会

を

恒

例

行

事

と

し

て

四

十

年

余

り

続

い

て

き

ま

し

た

が

、

最

近

は

世

話

役

の

み

な

さ

ま

の

尽

力

で

別

表

の

通

り

趣

味

の

会

が

増

え

、

女

性

や

若

い

方

の

参

加

も

多

く

な

り

賑

や

か

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

う

ち

○

○

球

団

応

援

会

や

競

馬

愛

好

会

が

出

来

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

昼

食

会

で

は

、

母

校

や

ふ

る

さ

と

高

知

に

関

す

る

話

題

や

旅

行

の

話

、

ス

ポ

ー

ツ

、

国

際

問

題

、

宇

宙

の

話

等

な

ん

で

も

あ

り

で

話

し

合

っ

て

い

ま

す

。

会

則

も

会

費

も

な

い

自

由

な

親

睦

の

会

で

す

の

で
、

気

軽

に

ご

参

加

下

さ

い

。

十

月

の

昼

食

会

で

、

私

の

同

期

の

中

城

さ

ん

か

ら

三

根

校

長

の

略

伝
、

教

育

方

針

、

エ

ピ

ソ

ー

ド

等

の

レ

ク

チ

ャ

ー

を

受

け

、

十

一

月

五

日

に

広

大

な

多

磨

霊

園

を

有

志

十

一

人

で

訪

れ

三

根

校

長

の

墓

参

を

し

ま

し

た

。

史

上

初

の

女

性

参

加

者

が

五

人

も

居

た

の

で

、

日

頃

磨

い

た

「

掃

除

力

」

が

発

揮

さ

れ

、

瞬

く

間

に

お

墓

が

綺

麗

に

な

り

ま
し

た

。

隣

に

あ

っ

た

長

男

で

歌

手

の

デ

ィ

ッ

ク

・

ミ

ネ

さ

ん

の

墓

碑

に

は

代

表
曲
「
人
生
の
並
木
道
」

の

歌

詞

が

刻

ま

れ

て

い

ま

し

た

。

ミ

ネ

さ

ん

は

関

東

支

部

が

組

織

化

さ

れ

た

昭

和

六

十

年

の

第

一

回

の

総

会

に

来

ら

れ

、

父

上

の

思

い

出

を

熱

く

語

ら

れ

ま

し

た
。

こ

の

時

の

写

真

は

「

筆

山

」

創

刊

号

に

、

又

寄

稿

下

さ

っ

た

「

思

い

出

の

先

生

方

」

は

「

筆

山

」

九

号

に

載

っ

て

お

り

ま

す

。

編

集

関

係

者

の

尽

力

で

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

化

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

関

東

支

部

の

Ｈ

Ｐ
に

ア

ク

セ

ス

し

て
ご

覧

下

さ

い
。

三

根

校

長

、

デ

ィ

ッ

ク

・

ミ

ネ

さ

ん

の

墓

参

の

後

、

徒

歩

で

十

分

位

の

所

に

あ

る

、

筆

山

会

初

代

会

長

の

岡

村

先

輩

（

三

回

）

の

墓

に

参

り

、

そ

の

後

迎

え

の

バ

ス

で

近

く

の

深

大

寺

に

移

動

し

、

昔

先

輩

方

が

飲

ん

で

語

り

合

っ

た

、

そ

ば

割

烹

「

水

神

苑

」

で

庭

園

を

眺

め

な

が

ら

歓

談

し

ま

し

た

。

紅

葉

は

未

だ

で

し

た

が

好

天

に

恵

ま

れ

、

快
い

一

日

で

し
た

。

歴
代
の
校
長
は
今
も
就
任
に
当
っ

て

三

根

校

長

の

墓

参

を

さ

れ

て

い

る
そ

う

で

す

。

母

校

は

五

年

後

に

創

立

百

周

年

を

迎

え

ま

す

。

百

年

前

と

は

社

会

情

勢

や

学

校

の

規

模

、

教

育

内

容

が

大

き

く

変

っ

て

い

ま

す

が

、

三

根

校

長

を

仰

い

だ

創

立

時

の

高

邁

な

精

神

を

忘

れ

ず

に

、

少

子

化

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

し

た

新

し

い

時

代

に

も

な

お

有

為

な

人

材

を

輩

出

す

る

よ

う

、

母

校

の

更

な

る

発

展

を

願

っ

て

い

ま

す

。

( 3 )

筆
山
会

お
墓
参
り

（
右
）
墓
参
者

（
左
）
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
さ
ん
の
墓
碑

（
右
）
水
神
苑
に
て



一
．
上
海
で
超
高
層
ビ
ル
を
運
営

七
六
回
生
の
長
谷
至
誠
で
す
。
二
〇

一
三
年
四
月
に
上
海
に
赴
任
し
て
以
来

も
う
三
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
上
海

は
世
界
の
都
市
で
Ｌ
Ａ
に
次
い
で
二
番

目
に
日
本
人
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
日

本
で
の
暮
ら
し
と
大
差
な
く
、
家
族
共
々

快
適
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
海

外
で
働
い
て
い
る
と
日
本
と
比
べ
時
間

が
経
つ
の
が
本
当
に
早
い
と
感
じ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
は
仕
事
を
は
じ
め
日
々

新
た
な
経
験
を
し
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
上
海
の
浦
東
新
区
陸
家
嘴
金

融
貿
易
区
と
い
う
一
九
九
〇
年
代
後
半

か
ら
開
発
が
始
ま
っ
た
エ
リ
ア
に
あ
る
、

上
海
環
球
金
融
中
心
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
）
と

恒
生
銀
行
大
厦
（
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
）
と
い
う

二
棟
の
ビ
ル
運
営
・
管
理
を
す
る
現
地

法
人
に
出
向
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は

オ
フ
ィ
ス
の
賃
貸
営
業
を
担
当
し
て
お

り
、
二
棟
の
オ
フ
ィ
ス
床
が
生
む
賃
貸

収
益
は
、
為
替
の
好
影
響
も
あ
り
本
社

の
連
結
営
業
収
益
の
約
６
％
を
占
め
る

に
至
り
ま
す
。
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、
世

界
有
数
の
外
資
金
融
や
日
本
の
メ
ガ
バ

ン
ク
、
著
名
な
Ｉ
Ｔ
企
業
等
に
多
数
ご

入
居
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
は
日
々
テ

ナ
ン
ト
の
誘
致
や
契
約
改
定
交
渉
、
ト

ラ
ブ
ル
対
応
に
奔
走
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

水
準
の
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
収
益
の
最
大
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

二
．
上
海
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

リ
ー
ド
す
る

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
減
速
化
し

バ
ブ
ル
崩
壊
間
近
か
、
と
い
う
情
報
が

溢
れ
返
っ
て
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
信

憑
性
が
低
い
こ
と
、
ま
た
報
道
が
過
熱

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

そ
の
実
態
は
正
直
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。
そ
ん
な
中
、
世

界
有
数
の
経
済
都
市
で
あ
る
上
海
は
、

い
か
な
る
状
況
で
も
最
後
ま
で
生
き
残

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
確
信
だ
け
は
持
っ

て
い
ま
す
。

上
海
で
の
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
市
場
は
好

調
に
推
移
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
の
賃

料
水
準
は
、
東
京
の
丸
の
内
エ
リ
ア
の

ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
物
件
と
肩
を
並
べ
る
ほ

ど
で
す
。
定
期
的
な
賃
料
水
準
の
見
直

し
の
た
め
、
今
後
の
周
辺
開
発
情
報
や

ト
レ
ン
ド
、
国
の
政
治
経
済
や
規
制
緩

和
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
情
報
収
集
に
努
め
、
中
長
期

の
戦
略
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
の
賃
料
水
準
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
他
社
物
件
も
そ

の
ト
レ
ン
ド
に
追
随
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
市
場
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
ま
す
。

東
京
と
比
べ
る
と
上
海
の
オ
フ
ィ
ス

床
面
積
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
今
後
も

大
量
の
新
規
供
給
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

競
争
は
激
化
す
る
一
方
で
す
。
こ
れ
ま

( 4 )

長谷 至誠（ながたに しせい）
７６回生。森ビル㈱より森大厦（上海）有限

公司に出向中。２０１３年より上海在住。 海外からの報告

外灘（バンド）エリアから陸家嘴地区の夜景を臨む。オレンジにライトアップされた栓抜き型のビル

がＳＷＦＣ（１０１階建 ４９２㍍）。その右隣は来年竣工予定の上海中心（１２４階建 ６３２㍍）。



で
は
日
本
式
を
導
入
す
る
こ
と
が
是
と
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は
競
合
す

る
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の

良
い
部
分
も
見
習
い
な
が
ら
、
多
国
籍
企
業
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
と

中
国
特
有
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ

を
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

三
．
高
知
へ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性

昨
今
、
日
本
に
お
け
る
中
国
人
観
光
客
の
爆

買
い
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
各

都
市
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
熱
心
に
取
組
ん

で
い
る
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
こ
上
海
で

も
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に
よ
る
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
活
発
で
、
先
日
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ

Ｃ
に
く
ま
モ
ン
が
来
て
熊
本
の
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
い
ま
し
た
。

高
知
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
考
え
た
と
き
に
、

ネ
ッ
ク
に
な
る
の
は
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
で
す
が
、

そ
れ
を
逆
手
に
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
買
い
物
目
的
な
ら
東
京
や
大

阪
・
京
都
な
ど
の
大
都
市
へ
行
き
、
リ
ゾ
ー
ト

目
的
な
ら
沖
縄
や
北
海
道
に
行
く
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
何
度
か
訪
日
を
経
験
し
た
中
国
人
は
、

団
体
ツ
ア
ー
で
は
行
け
な
い
ニ
ッ
チ
な
場
所
を

個
人
旅
行
で
訪
れ
、
買
物
で
も
リ
ゾ
ー
ト
で
も

な
い
新
た
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
ス
テ
ー
タ
ス

を
感
じ
る
よ
う
で
す
。
国
内
旅
行
者
か
ら
の
評

価
が
高
い
こ
と
に
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
食
べ

物
・
温
泉
・
ヒ
ト
な
ど
、
高
知
に
は
経
験
し
て

初
め
て
そ
の
良
さ
が
分
か
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
般
の
中
国
人
で
は
な

く
感
度
の
高
い
中
国
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
、

彼
ら
が
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
を
乗
り
越
え
て
高
知

に
辿
り
着
け
ば
、
そ
こ
で
の
経
験
か
ら
得
ら
れ

る
満
足
度
は
さ
ら
に
高
ま
る
と
思
う
の
で
す
。

ま
た
、
中
国
人
は
自
分
の
特
別
な
体
験
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
口
コ
ミ
の

影
響
力
は
日
本
以
上
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

と
な
る
よ
う
な
人
々
の
心
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
高
知
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
は
可
能

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
中
国
人
訪
日

客
が
高
知
を
訪
れ
た
際
に
ヤ
マ
モ
モ
と
ツ
ガ
ニ

が
大
好
評
だ
っ
た
、
と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し

た
。
高
知
で
は
、
中
国
国
内
生
産
が
減
っ
た
ヤ

マ
モ
モ
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

天
然
の
ツ
ガ
ニ
は
養
殖
の
上
海
蟹
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
と
の
こ
と
で
、
意
外
な
も
の
に
チ
ャ

ン
ス
が
眠
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

微
力
な
が
ら
、
私
も
上
海
で
高
知
の
ア
ピ
ー

ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
完
）

( 5 )

今
回
、
筆
山
「
ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
」
の
寄
稿

の
お
話
を
頂
き
、
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

八
七
回
生
の
長
野
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
日
本
大

学
理
工
学
部
の
四
年
生
で
来
年
度
か
ら
東
京
（
全

国
、
海
外
勤
務
有
り
）
の
会
社
に
就
職
が
決
ま
り

ま
し
た
。
就
職
先
は
高
校
の
修
学
旅
行
で
見
学
し

た
こ
と
が
あ
り
、
土
佐
高
校
の
新
校
舎
の
建
設
に

も
携
わ
っ
た
会
社
で
す
。
大
学
一
年
生
の
頃
は
キ
ャ

ン
パ
ス
が
千
葉
に
あ
り
、
二
年
生
か
ら
現
在
ま
で

東
京
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

東
京
は
高
知
と
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
人
の
数
、

店
の
数
、
建
物
の
数
、
全
て
が
高
知
と
は
大
き
く

違
い
、
選
択
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。
日
本
人
だ
け

で
な
く
海
外
の
人
も
多
く
、
話
す
こ
と
で
文
化
や

考
え
方
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。
店
が
多
い
分
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ん

か
使
わ
な
く
て
も
何
で
も
実

際
に
見
て
買
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。
大
学
で
建
築
を
学
ぶ

私
に
と
っ
て
東
京
に
は
高
知

に
は
な
い
大
き
な
ド
ー
ム
な

ど
他
に
も
様
々
な
建
物
が
あ

る
の
で
実
際
に
見
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
す
し
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
も
多
い
の
で
好
き
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
バ
ン
ド
の
ラ
イ

ブ
も
高
知
よ
り
高
頻
度
で
観
に
行
け
ま
す
。
遊
び

の
選
択
肢
も
多
く
、
勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
い
の

で
東
京
に
出
て
き
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま

す
。
そ
し
て
進
路
に
悩
む
在
校
生
に
は
東
京
じ
ゃ

な
く
て
も
県
外
に
出
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
で

は
、
何
故
私
が
東
京
の
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ

た
か
を
お
話
し
致
し
ま
し
ょ

う
。
一
つ
は
セ
ン
タ
ー
試

験
を
も
う
一
度
受
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
も
う
一
つ
は
東
京

の
大
学
に
し
か
受
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
受
験

勉
強
を
怠
っ
て
い
た
為
に

東
京
に
飛
ば
さ
れ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
建
築
を
学
び
た

い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
建
築
学
科
は
受
験
の
譲

れ
な
い
条
件
で
し
た
。
そ
れ
で
も
イ
ー
ジ
ー
モ
ー

ド
で
大
学
入
学
を
果
た
し
た
私
の
人
生
の
イ
ー
ジ
ー

モ
ー
ド
は
入
学
後
も
続
き
ま
す
。
仮
に
も
「
高
知

県
一
の
進
学
校
・
私
立
土
佐
高
等
学
校
」
に
通
っ

て
い
た
だ
け
あ
り
、
イ
ー
ジ
ー
モ
ー
ド
で
入
学
し

た
大
学
で
の
勉
強
に
困
る
こ
と
は
な
く
、
就
職
で

す
ら
Ｏ
Ｂ
の
多
い
日
本
大
学
、
母
校
の
建
設
と
い

う
大
き
な
二
つ
の
武
器
を
手
に
臨
み
、
勝
ち
得
ま

し
た
。
と
に
か
く
早
く
イ
ー
ジ
ー
モ
ー
ド
を
抜
け

る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
全
国
転
勤

の
あ
る
会
社
な
の
で
高
知
に
土
佐
高
校
新
校
舎
の

よ
う
に
（
こ
こ
で
は
免
震
ゴ
ム
の
話
は
抜
き
に
し

て
）
立
派
な
建
物
を
多
く
建
て
る
こ
と
が
私
の
将

来
の
目
標
で
す
。
高
知
県
を
建
設
面
か
ら
支
え
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
「
筆
山
」
編
集
部
の
方
々
、
そ
し
て
私
の
こ
れ

ま
で
の
成
長
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
（
二
十
）

長
野
太
洋
（
87
回
）



ナ

イ

ト
は

、

イ

ギ

リ

ス

紳

士

の

よ

う

に

ダ
ン

デ

ィ

ー

な

三

八

回

生

の

羽

方

将
之

さ

ん

（

株

式

会

社

オ

プ

ト

エ

レ
ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

専

務

執

行
役
員
・
関
東
高
知
県
人
会
会
長
）

が

お

引

き
受

け

下

さ

り

、

女

性

の

会

費

が

少
し

で

も

安

く

な

る

よ

う

に

ご

援
助

下

さ
い

ま

し

た

。

講

演

を

お

引

き

受

け

下

さ

っ

た

の

は

、

四

九

回

生

の

小

串

記

代

さ

ん

（

株

式

会

社

富

士

ゼ

ロ

ッ

ク

ス

総

合

教

育

研

究

所

執

行

役

員

）

。

「

Ｖ

Ｕ

Ｃ

Ａ

時

代

に

求

め

ら

れ

る

は

ち

き

ん

的

要

素

」

と

い

う

題

で
、

「

働

く

女

性

は

オ

ッ

サ

ン

化

し

や

す

い

の

で

、

は

ち

き

ん

の

活

力

溢

れ

る

行

動

力

に

、

さ

ら

に

柳

の

よ

う

な

し

な

や

か

な

柔

軟

性

を

身

に

つ

け

て

未

来

を

切

り

拓

い

て

い

き

ま

し

ょ

う

！

」

と

、

自

分

の

オ

ッ

サ

ン

化

を

反

省

し

た

り

、

は

ち

き

ん

の

本

質

を

も

考

え

さ

せ

ら

れ

た

お

話

で

し

た
。

そ

し

て

、

今

回

嬉

し

か

っ

た

の

は

、

女

生

徒

が

初

め

て

入

学

し

た

二

八

回

生

の

青

嶋

武

子

さ

ん

の

ご

参

加

。

東

京

女

子

医

大

を

卒

業

さ

れ

、

な

ん

と

今

年

の

三

月

ま

で

現

役

の

産

婦

人

科

医

と

し

て

活

躍

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

途

中

で

、

「

お

悩

み

相

談

＆

解

決

コ

ー

ナ

ー

」

も

開

催

さ

れ

、

は

ち

き

ん

達

の

職

場

や

家

庭

で

の

お
悩

み

を

、

先

輩

は

ち
き
ん
＆
い
ご
っ
そ
う
の
皆
様
が
、

ス

パ

ッ

と

ス

ッ
キ

リ

解

決

！

？

我

も

我

も

と

相

談
者

が

手

を

上

げ

時

間

が
足

り
な
く

な
る

程

で

し
た

。

か

つ

て

は

財

界
人

や

文

豪

が

集

ま

る

会

員

制

の

サ
ロ

ン

だ

っ

た

重

厚

感
溢
れ
る
内
装
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

フ

ラ

ン

ス

料

理
に

和

の

エ

ッ

セ

ン

ス
を
融
合
し
た
「
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ

ポ

ネ

」

の

お

料
理

も

絶

品

！

秋

晴

れ

の

も

と

、

皆
様

の

お

か

げ

で

、

「

は

ち

き

ん

」
ら

し

く

、

明

る

く

楽

し

く

美

味

し
い

会

に

な

り

ま

し

た

。

来

年

も

、
た

く

さ

ん

の

は

ち

き

ん

＆

い

ご

っ
そ

う

の

皆

様

の

御

参

加
を

お
待
ち

し
て

お

り

ま
す

！

五
六
回

濱
田
知
佐

( 6 )

第１８回はちきん会
２３～８８回生まで、つまり８６～２１歳まで大集合！！！

２０１５年１０月３日（土）
「Ｂｅａｕ Ｄｅｐａｒｔ（ボウ・デパール）青山倶楽部」にて

参加人数７７名（内いごっそう２１名・学生７名）

（
右
）
ナ
イ
ト
の

羽
方
将
之
さ
ん
（
三
八
回
）

（
左
）
小
串
記
代
さ
ん
（
四
九
回
）



は
ち

き
ん

会

で
お

話

を

す
る

機

会

を
い

た
だ

い

た
時

、

最

初
に

頭

を

よ
ぎ

っ
た

の

は
、

「

ま

っ
こ

と
、

は

ち
き

ん
や

ね

え
」

と

言

わ
れ

た

ら

、
こ

れ
は

ほ

め
言

葉

な

の
だ

ろ

う
か
、
と
い
う
疑
問
で
し
た
。
ウ
ィ

キ

ペ
デ

ィ
ア

に

よ
る

と

、

は
ち

き

ん

は
、

「
話

し

方
や

行

動

な
ど

が

は

っ
き

り
し

て

お
り

快

活

、
気

の

い

い
性

格
で

負

け
ん

気

が

強
い

が
、

一

本
調

子
で

お

だ
て

に

弱

い
。

後

ろ

を
振

り
返

る

こ
と

な

く

前
進

し

続

け
る

と
い

っ

た
頑

固

さ

や
行

動

力

あ
ふ

れ
る

点

で
土

佐

の

男
性

と

共

通
す

る
」

と

あ
り

ま
す
。

今
は
、V

o
la
tility

（
変
動
性
）

・U
n
c
e
r
t
a
i
n
t
y

（
不
確
実
性
）

・C
o
m
p
l
e
x
i
t
y

（

複

雑

性

）

・A
m
b
i
g
u
i
t
y

（

曖

昧

さ

）

と

い

う
言

葉
で

表

わ
さ

れ

る

Ｖ
Ｕ

Ｃ

Ａ

の
時

代
で

す

。
こ

う

い

う
時

代

は

、
自

分
が

ど

う
生

き

た

い
か

、

何

を
成

し
遂

げ

た
い

か

と

い
う

本

質
的
な
問
い
を
自

ら
に
投

げ
か
け
、

道

を
つ

く
る

こ

と
が

求

め

ら
れ

ま

す

。

同
時

に

一

人

で
は

答

え

が

見

い

だ

せ
な

い

複

雑

な
時

代

で

す

。

異

な

る
多

様

な

意

見
に

謙

虚

に

耳

を

傾

け
、

集

合

知

か
ら

新

し

い

価

値

を

創
り

上

げ

る

と
い

う

こ

と

が

求

め

ら
れ

ま

す

。

先
行

き

不

透

明

な

時

代
に

は

、

キ

ャ
リ

ア

も

予

期

せ

ぬ

偶
然

に

よ

る

こ
と

が

多

々

あ

り

ま

す
。

日

頃

か

ら
予

期

せ

ぬ

出

来

事

を
キ

ャ

ッ

チ

す
る

準

備

を

し
、

偶

然

を
ス

テ

ッ

プ

ア
ッ

プ

の

機

会

に

す

る
こ

と

が

大

切
に

な

り

ま

す
。

つ

ま

り

「

計

画

的

な

偶

発

性

」

（P
l
a
n
n
e
d

H
a
p
p
e
n
s
t
a
n

c
e

）

で

す

。

こ

の

偶

発

性

を

と

ら

え

る
た

め

に

は

、
好

奇

心

、

持

続

性

、

楽

観

性

、

冒

険
心
、

柔

軟

性

が

求

め

ら

れ

ま
す
。

は

ち

き

ん

の

特

性

に

目

を

向

け

る

と

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

で

前

進

し

続

け

る

行

動

力

は

、

社

会

課

題

を

解

決

す

る

重

要

な

パ

ワ

ー

に

な

る

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す
。

計

画

さ

れ

た

偶

発

性

に

つ

い

て

も
、

柔

軟

性

を

備

え

れ

ば

、

ま

さ

に

は

ち

き

ん

は

時

代

の

人

で

す

。

一

方
、

頑

固

さ

や

白

黒

つ

け

る

果

断

な

強

さ

（

短

気

？

）

は

他

者

の

意

見

を

聴

く

こ

と

や

、

不

透

明

な

状

況

で

し

な

や

か

な

回

復

力

を

維

持

す

る

こ

と

に

は

リ

ス

ク

と

な

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

困

難

に

あ

っ

て

も

短

期

的

な

視

点

に

陥

ら

ず

、

柳

の

よ

う

な

し

な

や

か

な

、

或

る

意

味

し

た

た

か

な

柔

軟

性

を

持

つ

と

怖

い

も

の

な

し

で
す

。

は

ち

き

ん

会

の

皆

さ

ん

は

、

家

庭

に

お

い

て

も

仕

事

に

お

い

て

も

活

力

溢

れ

る

方

々

が

多

い

よ

う

に

感

じ
ま

す

。

お

酒

も

強

い

で
す

し

、

オ

ヤ

ジ

的

要

素
が

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ
ん

。

最

近

の

女

性

に

は
、

「

チ

ャ

ッ

ク

女

子

」
が

増

え

た

と

言

わ

れ
て
い
ま
す
。
「
チ
ャ
ッ

ク

女
子

」

と

は

、

外

見

は

女
性

の

着

ぐ

る

み

を

着

て
い

ま

す

が

、

背

中

に

チ
ャ

ッ

ク

が

あ

り

、

そ

れ
を

下

す

と

中

か

ら

「

オ

ッ

サ

ン

」

が

出

て

く
る

、

つ

ま

り

思

考

も

行

動

も
オ

ス

化

し

て

い

る

と

い
う

も

の

で

す

。

会

場

の
中

か

ら

は

、

「

チ

ャ

ッ
ク

が

半

分

開

い

て

、

オ
ッ

サ
ン
が
は
み
で
て
き
ち
ゅ

う

」

と

い

う

声

が

聞
こ

え

て

き

ま

し

た

。

私
自

身

も

話

し

な

が

ら

、
思

わ

ず

背

中

の

チ

ャ

ッ
ク

が

し

ま

っ

て

い

る

か
ど

う

か

確

か

め

て

し

ま
い

ま

し

た

。

今

回

あ

ら

た

め

て

「
は

ち

き

ん

」

の

本

質

？
を

考

え

、

自

分

自

身

を
内

省

す

る

機

会

を

い

た
だ

い

た
よ

う

に

思

い
ま

す

。

年

を

重

ね

る
と

本

来

持

っ
て

い

る

も

の

が

表

出
し

や

す

く

な
り

ま

す

。

い

つ

ま

で
も

柔

軟

に

自
己

変

革

で

き

る

よ

う
他

者

に

耳

を
傾

け

、

謙

虚

さ

を

大
切

に

す

る

こ
と

を

心

が

け

た

い

も
の
で

す

。

は
ち

き

ん

会

で
の

多

く

の

方

々

と

の
出

会

い

に

感
謝

す

る

と

と

も

に

、
ナ

イ

ト

を

し
て

く

だ

さ

っ

た

羽

方
先

輩

、

は

ち
き

ん

会

世

話

役

の

皆
様

に

心

よ

り
感

謝

申

し

上

げ

ま

す
。

( 7 )

講
演
・小
串
記
代



( 8 )

ハンドボール部ＯＢ・ＯＧ会

私たちは、土佐高ハンドボール部 OB・OG会関東支部会員です。

かねてより、高知にあるＯＢＯＧ会本部より卒業生も増えたので関東支部を作って欲しいという要請を受け、

２０１４年に発足しましたが、今回２回目の懇親会が、去る９月５日に高知の方が経営する新橋の浪漫亭で行わ

れました。 高知からはるばる参加の本部副会長の平野太平（３８回）、支部会長の黒川雄爾（３７回）、副会長

石原哲（４０回）、幹事長堀見淳二（４２回）、事務局長池添大志（７５回） 以下11名の有志が、鰹のたたき、虎杖の

煮物等々に舌つづみを打ちながら献杯を重ね、あっという間に３時間を過ごしました。

その席で事務局補佐として北岡明（８５回）が選出されました。池添君の前任で今年ドイツに転勤した由藤俊

介君（７５回）に感謝します。 まだ活動実体に乏しい私たちですが今後も盛り上げて行きたいと思っています

ので、ハンドボール部OBOG関東近辺に在住の方、事務局までご連絡をお願いします。

事務局連絡先 池添大志 75回 (hikezoe@its.jnj.com 090-5438-3137)

-閑話休題-

ハンドボール部は毎年１月２日に新年会と称し、ＯＢが集い土佐高グランドで現役チームと試合を楽し

ませて貰う行事があります。最近参加させてもらったのは２０１０年で、還暦を過ぎた私は中学１年生

のチームと試合をし、試合終盤に速攻を主に５分間で１０点を取られ大逆転されました。その１年生た

ちが昨年、高校３年生になりインターハイに出場し、川崎市のとどろきアリーナで試合をしたので関東

支部会としても三役を中心に応援に行きました。１回戦で京都代表に敗れましたが、非常に感慨深いも

のがありました。我々の時代にはなかった女子ハンドボール部もインターハイに出場するなど活躍して

います。関東に出てきているＯＧも今後是非会合にも参加していただければと思います。石原哲（４０回）



( 9 )

秋のＯＢ・ＯＧ会に参加して
秋も深まる１０月３１日（土）に森本堯士先生を高知からお招きして、土佐校関東在住テニス部恒例の

ＯＢ・ＯＧ会が開かれました。場所は、銀座一丁目にあるベトナム料理のお店「モンスーンカフェ」です。

スマホの地図アプリを駆使しながら地下のわかりにくいお店にも参加者が集まってくる様子をみて森本先

生が「みんなあこんなお店に迷わんとようくるなあ」という言葉を聴いて、場の空気は一気に和み…そし

てその森本先生のご挨拶から会はスタートしました。

森本先生のお話は、土佐校テニス部の近況報告から過去の思い出話、そして関東にお住まいのお姉さま

をお見舞いに行く機会が出来たことへの感謝の言葉と続きます。お話の締めくくりにそのお姉さまを想っ

て詠まれた仁淀川の風景を思い出す一句は胸に迫るものがありました。私事ではありますが、仁淀川沿い

にある家に嫁に来て、家族の理解もあってその家を出て東京で訪問看護事業を立ち上げた自分の姿と森本

先生のお姉さまのお姿を重ね合わせると同時に今まさにケアさせて頂いているご利用者やご家族の皆様の

姿もぼんやりと思い浮かべて聴き入っておりました。

続いて、最年長の小川先輩の乾杯の音頭から、総勢２１名参加者全員の近況報告が行われました。全員

が近況報告していくには、途中２回の休憩を挟まないといけないほど、熱く、心を込めて語られました。

そうした一人ひとりの近況報告を聴いた森本先生は「万感迫るものもあって何度も目頭も胸も熱くなりま

した。あれはいいですねえ。それぞれの立ち位置でなんと頑張ってまじめに人生していることか！感動で

した」と（後日参加者の一人にメールで語った内容より）。この先生の感想が会の素晴らしさを何よりも

物語っていることと思います。そして、この素敵な会の実現は５３回 澤田先輩のご尽力の賜物です。先

輩の日頃の仕事・プライベートを超えた人脈を活かすと同時にＳＮＳを駆使した幹事ぶりは流石の一言で

す。また、参加したいと全員が思ったことでしょう。次の機会には、関東在住の土佐校テニス部のＯＢ・

ＯＧの皆様ふるってご参加くださいませ。久保田聰美（旧姓：宮本）（５６回）

【参加者】森本堯士先生、小川洋（４９回）、野中尚人（５２回）、中屋亮・山本博徳・山口祥弘・澤田和英

（５３回）、長山晃・大楫保利（５４回）、土居大祐・安岡英亮（５５回）、久保田聰美・濱田知佐（５

６回）、谷嘉明・河野和寿（５７回）、森木隆裕・中平公美子（５９回）、宮岸和明（６４回）、深田晋

平（７３回）、西クルミ（８１回）、中山雄二（８６回）（敬称略）

森本堯士先生をお招きして硬式庭球部



江
戸
の
会
席
料
理
と
い
う
も
の
は
、

（
江
戸
っ
子
で
な
く
も
っ
と
上
流
の
）

江
戸
人
の
気
質
を
反
映
し
た
華
や
か
な

料
理
で
、
江
戸
時
代
後
半
に
江
戸
の
料

理
茶
屋
で
発
達
し
た
。

江
戸
文
化
の
も
っ
と
も
爛
熟
し
た
文

化
文
政
期
（
１
８
０
４
～
３
０
）
に
、

料
亭
（
料
理
茶
屋
）
と
し
て
最
盛
期
に

あ
っ
た
山
谷
の
「
八
百
善
（
や
お
ぜ
ん
）
」

は
、
江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
様
々
な

料
亭
番
付
で
も
常
に
勧
進
元
と
し
て
君

臨
し
て
い
た
江
戸
を
代
表
す
る
料
亭
で

あ
っ
た
。
そ
れ
も
超
が
つ
く
高
級
料
亭

で
あ
っ
た
。
守
貞
漫
稿
（
嘉
永
頃
＝
１

８
５
３
年
頃
）
に
「
江
戸
ニ
テ
名
ア
ル

ハ
、
三
谷
（
山
谷
）
ノ
八
百
善
＝
中
略

＝
当
戸
ヲ
江
戸
第
一
ト
ス
。
」
と
あ
る
。

八
百
善
は
、
享
保
年
間
（
１
７
１
７

年
頃
）
に
浅
草
山
谷
で
創
業
し
て
、
初

め
は
仕
出
し
料
理
屋
を
始
め
、
の
ち
に

座
敷
で
客
を
取
る
料
亭
に
発
展
し
た
。

八
百
善
の
四
代
目
亭
主
栗
山
善
四
郎

は
趣
味
が
広
く
、
当
時
一
流
の
文
人
墨

客
と
交
流
が
あ
り
、
そ
の
善
四
郎
が
文

政
五
年
（
１
８
２
２
年
）
に
刊
行
し
た

「
江
戸
流
行
料
理
通
」
は
当
時
の
料
理

テ
キ
ス
ト
と
も
言
う
べ
き
も
の
だ
が
、

太
田
蜀
山
人
・
亀
田
鵬
斎
が
序
文
を
寄

せ
、
谷
文
晁
、
葛
飾
北
斎
、
酒
井
抱
一
、

鍬
形
蕙
斎
ら
が
挿
画
を
描
い
て
評
判
に

な
り
、
江
戸
土
産
と
し
て
も
人
気
を
博

し
た
。

蜀
山
人
作
の
狂
歌
に

詩
は
五
山

役
者
は
杜
若

傾
は
か

の

芸
者
は
お
か
つ

料
理
八
百
善

と
い
う
の
が
あ
る
。
無
論
、
当
代
で
一

番
の
も
の
を
並
べ
た
も
の
だ
。

〈
一
両
二
分
の
茶
漬
け
〉

八
百
善
の
逸
話
の
中
で
も
っ
と
も
有

名
な
の
が
、
こ
の
話
で
あ
る
。
寛
天
見

聞
録
と
い
う
嘉
永
頃
（
１
８
５
０
年
頃
）

の
随
筆
に
載
っ
て
い
る
。

あ
る
と
き
美
食
に
倦
き
た
客
が
数
人
、

さ
っ
ぱ
り
と
茶
漬
け
で
も
喰
お
う
と
八

百
善
の
座
敷
に
上
が
っ
て
「
極
上
の
茶

漬
け
」
を
注
文
し
た
。
し
か
し
、
な
か

な
か
注
文
の
品
が
出
て
こ
な
い
。
な
ん

と
半
日
以
上
も
待
た
さ
れ
て
、
や
っ
と

出
て
き
た
の
は
、
な
る
ほ
ど
極
上
の
茶

漬
け
と
香
の
物
で
あ
っ
た
。
さ
て
帰
る

段
に
な
っ
て
勘
定
を
聞
く
と
一
両
二
分

（
現
代
の
貨
幣
価
値
に
し
て
約
十
五
万

円
）
だ
と
い
う
。
驚
い
た
客
が
問
い
た

だ
す
と
、
主
人
が
出
て
き
て
説
明
し
た
。

「
香
の
も
の
は
春
に
は
珍
し
い
瓜
と

茄
子
を
切
り
交
ぜ
に
し
た
も
の
、
茶
は

宇
治
の
玉
露
、
米
は
越
後
の
一
粒
選
り
、

中
で
も
最
も
金
の
か
か
っ
た
の
は
お
茶

に
使
っ
た
水
で
、
宇
治
の
上
茶
に
合
わ

せ
る
に
は
こ
の
辺
の
水
は
よ
く
な
い
の

で
、
早
飛
脚
を
仕
立
て
て
玉
川
上
水
の

取
水
口
（
羽
村
）
ま
で
水
を
汲
み
に
行

か
せ
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
聞
い
た
客
は
「
さ
す

が
八
百
善
」
と
納
得
し
て
金

を
払
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
。

〈
八
百
善
の
は
り
は
り
漬
け
〉

五
月
雨
草
紙
と
い
う
嘉
永
頃
（
１
８
５

０
年
頃
）
の
随
筆
に
あ
る
話
。

あ
る
人
が
知
人
を
訪
ね
て
饗
応
さ
れ

た
が
、
出
さ
れ
た
香
物
の
は
り
は
り
漬

け
を
食
べ
た
ら
餘
り
に
美
味
だ
っ
た
の

で
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
か
と
尋
ね

た
ら
、
八
百
善
の
調
理
な
る
由
。
よ
っ

て
あ
る
日
、
使
い
の
者
に
陶
器
の
入
れ

物
を
持
た
せ
て
（
八
百
善
に
）
買
い
に

や
っ
た
ら
、
ほ
ん
の

少
し
で
代
金
三
百
匹

（
＝
金
三
分
＝
約
七

万
円
）
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
高
い

の
か
と
問
わ
せ
た
ら
、

手
前
ど
も
の
は
り
は

り
は
、
尾
張
の
細
根

大
根
を
選
び
、
一
把

の
中
よ
り
二
、
三
本

を
採
り
（
残
り
は
捨

て
）
、
辛
み
を
生
ぜ

し

め

ざ

る

た

め

、

（
泥
を
落
と
す
の
に
）

水
で
洗
わ
ず
、
最
初
よ
り
味
醂
酒
で
洗

う
の
で
高
価
に
な
り
ま
す
、
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

〈
勝
海
舟
と
八
百
善
〉

勝
海
舟
は
若
い
こ
ろ
か
ら
八
百
善
に

も
よ
く
行
っ
た
よ
う
だ
。
維
新
後
は
徳

川
宗
家
の
後
見
人
み
た
い
な
立
場
に
い

た
か
ら
、
十
三
代
将
軍
家
定
未
亡
人
の

天
璋
院
（
篤
姫
）
の
お
伴
を
し
て
、
何

度
か
彼
女
を
八
百
善
に
連
れ
て
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
（
海
舟

座
談
）

ま
た
八
百
善
の
こ
と
を
こ
う
語
っ
て

い
る
。
「
（
八
百
善
の
料
理
は
）
皆
な

選
り
ぬ
き
の
珍
ら
し
い
新
ら
し
い
も
の

で
仕
（
し
）
た
よ
。
鯛
の
目
の
下
の
肉

ば
か
り
取
っ
て
（
残
り
は
捨
て
）
、
吸

物
落
し
に
す
る
。
菜
の
ひ
た
し
で
も
、

炭
火
の
室
（
人
工
温
室
）
で
、
ハ
シ
リ

（
出
始
め
）
を
つ
く
り
、
そ
の
上
、
そ

の
丈
を
そ
ろ
え
た
も
の
だ
。
小
皿
一
杯

に
少
し
入
れ
て
も
、
三
、
四
両
だ
。
八

百
善
の
亭
主
が
、
己
（
お
れ
）
に
マ
グ

ロ
の
さ
し
み
を
出
し
た
か
ら
、
ケ
ナ
シ

た
ら
、
講
釈
し
て
聞
か
せ
た
。
も
の
さ

し
で
斗
（
は
か
）
る
と
、
一
分
一
厘
少

し
も
違
わ
ぬ
程
、
皆
同
じ
で
、
そ
の
切
っ

た
角
が
シ
ャ
ン
と
た
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
料
理
人
は
、
江
戸
一
、
日
本
一
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
」
（
同
上
）

（
四
一
回

西
岡
恒
憲
）

( 10 )

江
戸
百
景
（
八
）
山
谷

八
百
善

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永頃-185
0頃）＞矢印が山谷堀出口で、山谷堀沿いに続
く道が新吉原へ行く日本堤。八百善は日光街
道沿いの丸印の場所にあった。周りは寺町で
寺が多く、法事の仕出しから発展したという。

（上）歌川広重「東都名所」より「真土山之図」
(天保二年-1831)。上図の矢印方向から見た
図（隅田川の対岸向島から描いている）。右に
山谷堀出口と今戸橋が描かれ、左の岡は待乳
山聖天社。遊客は今戸橋で猪牙舟を降り、山
谷堀沿いの日本堤を歩いて新吉原へ向かった。

（上）上図と同じ方向から隅田川を背にして筆
者が撮影。右の樹木のところが山谷堀で今は
暗渠となり、その上が細長い山谷堀公園になっ
ている。今戸橋は今はない。左の樹木の高台
に待乳山聖天社が今もある。

（上）八百善亭。この絵は建物の左半分で、描
かれてない右半分に調理場や住居等があった
と思われる。八百善は調理人だけで常時三十
人を擁していたという。

（上）八百善の二階座敷にて文人会食
図。『江戸流行料理通』の挿絵。左よ
り時計回りに、大久保詩仏（漢詩人）、
亀田鵬斎（儒者・書家）、太田蜀山人
（儒者・狂歌師）、鍬形蕙斎（絵師）。



( 11 )

母 校 便 り 学校長 山本 芳夫 （４０回生）

関
東
支
部
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
母
校
に
対
し
格

別
の
ご
厚
情
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
学
校
行
事
に
つ
い
て

（
一
）
九
月
二
二
日
（
国
民
の
休
日
）
に

開
催
さ
れ
た
今
年
の
第
六
八
回
運
動
会
は
、

雨
に
祟
ら
れ
予
行
が
出
来
な
い
ま
ま
ぶ
っ

つ
け
本
番
の
運
営
進
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
澄
み
渡
っ
た
秋
空
と
な
り
高
三
生

が
創
意
を
凝
ら
し
造
り
上
げ
た
櫓
の
下
に

大
勢
の
来
場
者
を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
い
歴
史
の
中
で
練
り
上
げ
ら
れ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
さ
れ
る
各
種
競
技

・
演
目
の
数
々
と
そ
れ
に
直
向
き
に
取
り

組
む
生
徒
達
の
姿
は
見
る
人
の
感
動
を
呼

び
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
協
力
一

致
で
や
り
遂
げ
た
全
土
佐
中
高
生
の
心
に

忘
れ
が
た
い
思
い
出
と
し
て
刻
み
込
ま
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
二
）
十
月
は
来
年
度
の
中
高
入
試
に
向

け
た
学
校
説
明
会
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
が
、
例
年
、
中
学
と
高
校
の
学
校
説
明

会
を
本
校
で
、
中
学
高
校
合
同
の
学
校
説

明
会
を
土
佐
・
須
崎
地
区
と
幡
多
地
区
で

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
中
学
学

校
説
明
会
に
は
多
く
（
今
年
の
参
加
者
数

は
約
一
四
五
〇
名
）
の
小
学
生
と
保
護
者

が
参
加
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に

も
学
校
や
塾
な
ど
に
も
個
別
に
訪
問
活
動

も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
少
子
化
が
進
行

す
る
中
、
向
上
心
の
あ
る
優
秀
な
生
徒
の

確
保
を
目
指
し
て
多
面
的
な
活
動
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
三
）
そ
の
他
の
学
校
行
事
と
し
て
は
、

十
一
月
は
高
一
生
の
修
学
旅
行
、
三
学
期

に
入
り
一
月
は
高
校
卒
業
式
（
九
一
回)

、

二
月
は
中
学
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と
中
二

生
の
ス
キ
ー
研
修
（
新
潟
越
後
湯
沢
）
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
年
明

け
早
々
の
一
月
十
六
・
十
七
日
に
は
セ
ン

タ
ー
試
験
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
大
学
受

験
が
最
終
段
階
に
入
り
ま
す
。
新
卒
生
、

捲
土
重
来
を
期
す
過
卒
生
と
も
ど
も
志
望

が
叶
う
こ
と
を
心
か
ら
念
ず
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

○
高
一
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

高
一
生
の
修
学
旅
行
（
東
京
・
京
都
）

は

十
一

月

十

六

日
か

ら

二

十

日

の
予

定

（
東
京
の
日
程
は
前
半
三
泊
）
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
特
に
、
東
京
二
日
目
に
行
わ
れ

る
コ
ー
ス
別
研
修
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
次
の
十
コ
ー
ス
で
す
。

①
最
高
裁
判
所
・
国
会
議
事
堂
・
弁
護
士

会
館
②
三
省
堂
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
③
東
京
証
券
取

引
所
・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
④
東
京
大
学
・
外
務

省
・
ユ
ニ
セ
フ
東
京
事
務
所
⑤
中
外
製
薬

浮
間
研
究
所
・
早
稲
田
大
学
⑥
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
加
速
器
研
究
所
・
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

⑦
千
葉
工
業
大
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
セ

ン
タ
ー
・
東
京
国
立
科
学
博
物
館
⑧
清
水

建
設
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
施
設
⑨

北
里
大
学
付
属
病
院
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
先
端
技
術

研
究
所
⑩
理
化
学
研
究
所
・
東
京
警
察
病

院
（
順
不
同
）
。
訪
問
先
の
同
窓
生
の
皆

様
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
ど

う

か

宜

し

く
お

願

い

し
ま

す

。
（

こ
の

「
筆
山
」
を
ご
覧
に
な
る
時
点
で
は
既
に

訪
問
が
終
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

色
々
お
世
話
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
）

○
新
た
な
寄
付
制
度
に
つ
い
て

第
二
次
百
年
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て

検
討
を
進
め
て
き
た
新
た
な
寄
付
金
制
度

「
土
佐
中
・
高
新
世
紀
募
金
会
」
の
概
要

が
先
日
開
催
の
理
事
会
に
て
決
議
さ
れ
ま

し
た
が
、
同
窓
生
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
戴
け
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
細
目
が
決
ま
っ
た
段
階
で
改
め
て

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
節
は
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

向
寒
の
み
ぎ
り
、
関
東
支
部
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
母
校
だ
よ
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

（
平
成
二
七
年
十
月
末

記
）

↑

第
六
八
回
大
運
動
会

や
ぐ
ら

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

３１Ｈ 吉村 俊秀 2014.11.7
５２Ｈ 伊藤 精彦 2014.11.23
３８Ｏ 三宅 ヨシロウ 2014.12.17
３４Ｓ 國見 昭郎 2015.2.11
２８Ｍ 中野 優 2015.3.17
２８Ｍ 西山 全子 2015.4.18
４６Ｈ 横畠 邦彦 2015.5.26
４１Ｎ 須藤 博志 2015.7.28
４７Ｏ 森川 喬 2015.9.19
５２Ｈ 渡辺 都子 2015.10.2
１４ 谷川 寛三 2015.11.30



信
濃
の
国
の
大
き
な
町
、
長
野
と
松
本

を
隔
て
て
い
る
山
群
で
頂
上
の
広
大
で
平

坦
な
草
原
を
持
つ
山
が
、
な
ん
と
か
山
と

い
う
呼
称
で
は
な
く
、
美
ヶ
原
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ

ン
の
開
通
以
降
、
観
光
バ
ス
で
行
け
る
二

千
メ
ー
ト
ル
峰
と
い
う
こ
と
で
、
誰
も
が

知
っ
て
る
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
山
は
、
深
田
久
弥
が
選
ん
だ
百

名
山
の
一
つ
で
、
深
田
は
松
本
側
の
三
城

牧
場
か
ら
、
こ
の
山
に
登
り
、
そ
の
印
象

を
、
「
全
く
桁
が
外
れ
て

広
い
、
広
闊
な

山
上
の
草
原
が
果
て
し
も
な
い
よ
う
に
続

い
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

土
佐
ハ
イ
ク
の
会
も
百
名
山
を
追
い
か

け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
外
す
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
。
い
や
、
正
直
に
言
う
と
山
行

十
九
回
を
重
ね
、
参
加
者
の
主
体
と
な
っ

て
い
る
三
七
、
三
十
八
組
は
、
齢
七
十
を

超
し
、
弱
音
を
吐
き
出
し
て
い
る
。
だ
か

ら
「
シ
イ
ヨ
イ
」
と
言
っ
て
い
た
山
を
敢

え
て
選
ん
だ
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

一
日
目
は
晴
れ
渡
る
天
気
で
、
予
定
を

入
れ
変
え
て
一
気
に
山
に
行
く
こ
と
と
な
っ

た
。
登
山
組
は
、
扉
峠
か
ら
南
峰
の
茶
臼

山
を
経
て
、
美
ヶ
原
頂
上
の
王
ガ
頭
に
達

す
る
道
を
、
散
策
組
は
高
原
美
術
館
か
ら

同
じ
く
王
ガ
頭
に
至
る
道
を
あ
る
く
。

◆
登
山
組
十
七
名

景
色
も
良
好

岡
野
さ
ん
の
ヒ
デ
君
（
五
年
生
）
と
ア
キ

く
ん
（
二
年
生
）
が
今
年
は
一
段
と
成
長
し
、

大
き
な
声
で
大
人
を
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
茶

臼
山
ま
で
の
登
り
を
リ
ー
ド
し
た
。
膝
が
痛

い
が
登
る
、
と
言
っ
て
登
山
組
に
参
加
し
た

カ
メ
ち
ゃ
ん
こ
と
西
内
さ
ん
は
、
登
り
始
め

て
す
ぐ
、
オ
レ
は
帰
る
、
と
弱
音
が
出
た
が
、

池
田
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
な
ん
と
か
頑
張
っ

て
高
原
の
南
峰
に
到
着
、
草
原
に
出
て
か
ら

は
、
一
段
と
口
数
が
多
か
っ
た
。

蓼
科
や
霧
ヶ
峰
を
見
な
が
ら
の
快
適
な
道

を
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
が
る
と
深
田
の
言

う
大
草
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
牛
が
草
を
食

み
、
遠
く
に
は
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
鉄
塔
が
林
立
す

る
の
が
見
え
る
。
山
上
の
ホ
テ
ル
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
客
を
運
ぶ
傍
に
、
高
山
植
物
が
咲

き
、
雉
の
姿
が
見
え
た
り
し
た
。
高
原
か
ら

は
中
央
ア
ル
プ
ス
、
御
嶽
、
乗
鞍
、
八
ヶ
岳

連
峰
が
見
え
、
景
色
は
申
し
分
な
か
っ
た
。

( 12 )

ハイクの会 平成２７年９月５日～６日

一日目 登山組は扉峠から茶臼山を経て美ヶ原の王ガ頭へ
散策組は美ヶ原高原美術館から王ガ頭へ 諏訪湖畔のホテル泊

二日目 戸隠神社奥社と鏡池 中社近くの温泉と昼食 帰路にて俳句と川柳

雨の中を黙々と歩いた鏡池までの道 皆が集合する頃には雨も止んで湖面も鏡となった

百
名
山
を
追
い
か
け
て
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■
散
策
組
十
三
名

二
才
も
頑
張
る

午
を
告
げ
る
鐘
の
響
く
中
、
美
ヶ

原
高
原
美
術
館
に
到
着
。
こ
こ
か
ら

散
策
組
の
美
ヶ
原
高
原
の
縦
走
が
始

ま
る
。
高
山
の
花
々
が
咲
き
誇
る
木

道
の
階
段
を
、
牛
伏
山
に
向
か
っ
て

登
っ
て
行
く
。
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
の

遊
歩
道
は
、
牧
場
の
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ

て
い
て
、
広
大
な
牧
場
に
は
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
や
美
味
し
そ
う
な
黒
毛
和
牛

が
の
ん
び
り
と
草
を
食
ん
で
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
登
り
に
、
各
人
で
気
の

向
く
ま
ま
に
歩
く
が
、
何
処
に
居
て

も
姿
が
目
に
入
り
安
心
出
来
る
。
美

し
の
塔
で
は
、
鐘
を
鳴
ら
し
目
標
の

王
の
頭
ホ
テ
ル
に
登
り
、
休
憩
を
取

る
。
四
十
三
の
名
だ
た
る
山
々
が
望

め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
残
念
な

が
ら
雲
の
中
。
二
才
か
ら
七
十
八
才

ま
で
が
二
千
メ
ー
ト
ル
の
天
空
の
風

を
受
け
て
、
下
界
の
喧
噪
を
忘
れ
て

歩
い
た
。
心
安
ら
ぐ
午
後
で
あ
っ
た
。

帰
り
の
俳
句
の
会
の
部
で
も
、
こ

の
景
色
と
、
子
供
た
ち
の
活
発
な
声

を
題
材
に
し
た
句
が
上
位
入
選
し
て

い
る
。
散
策
組
も
ほ
ぼ
平
ら
と
は
い

え
、
い
つ
も
よ
り
長
い
距
離
を
踏
破

し
、
気
分
良
く
高
層
原
野
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
堪
能
出
来
た
。

■
宿
泊
地
の
戸
倉
上
山
田
に

予
定
時
間
よ
り
も
遅
れ
て
ホ
テ
ル

に
着
く
と
、
今
年
か
ら
筆
山
会
の
会

長
と
な
っ
た
三
〇
回
の
浅
井
先
輩
が

出
迎
え
て
く
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
予
定

を
変
え
て
ご
夫
婦
で
夜
の
部
に
参
加

し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
新
会
長
も

非
常
に
配
慮
の
行
き
届
い
た
大
先
輩

で
、
土
佐
の
伝
統
で
あ
る
先
輩
が
後

輩
の
面
倒
を
見
る
と
い
う
し
き
た
り

を
体
現
し
て
く
れ
て
い
る
。

■
樹
齢
約
四
百
年
を
超
え
る
杉
並
木

萱
葺
き
の
随
神
門
を
ぬ
け
奥
社
へ

二
日
目
は
今
に
も
降
り
出
し
そ
う

な
天
気
の
中
、
バ
ス
で
戸
隠
神
社
奥

社
へ
。
二
キ
ロ
は
あ
る
山
道
に
は
両

脇
を
小
川
が
流
れ
、
オ
オ
シ
ラ
ヒ
ゲ

ソ
ウ
が
咲
き
、
大
木
が
あ
ち
こ
ち
に

林
立
し
て
い
る
、
随
心
門
を
過
ぎ
る

と
日
光
の
杉
並
木
と
見
紛
う
ば
か
り

の
巨
木
が
出
迎
え
る
の
で
、
見
と
れ

て
い
る
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
奥
社

に
つ
く
。
奥
社
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
参

拝
、
我
々
は
山
の
会
の
将
来
と
来
年

か
ら
も
欠
員
が
出
な
い
こ
と
を
祈
願

し
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
雨
と
な

り
、
名
所
の
鏡
池
へ
は
雨
の
中
を
歩

く
こ
と
に
、
雲
に
か
く
れ
山
々
を
背

に
集
合
写
真
を
撮
る
。
中
社
付
近
の

温
泉
で
汗
を
流
し
、
名
物
の
そ
ば
と

ビ
ー
ル
で
昼
食
を
済
ま
せ
帰
途
に
着

い
た
。

■
さ
あ
ハ
イ
ク
の
時
間
で
す

帰

途

の

バ

ス

の

中

は

、

恒

例

の

俳

句

作

成

の

時

間

、

す

で
に
中
山
宗
匠
よ
り

「
花
野
」

「

露

」

を

含

め

三

句

と

い

う

お

題

が

与

え

ら

れ

て

い

た

の

で

、

登

山

、

散

策

中

か

ら

皆

頭

を

ひ

ね

り

、

傑

作

が

ぞ

く

ぞ

く

と

生

ま

れ

た

。

年

々

レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

そ

し

て

、

知

性

の

勝

負

と

言

わ

れ

る

川

柳

に

も

挑

み

、

各

自

二

句

を

提

出

。

い

つ

も

の

こ

と

な

が

ら

、

岐

阜

に

住

む

陶

芸

家

三

八

回

の

井

上

さ

ん

が

値

う

ん

十

万

円

の

器

を

た

く

さ

ん

提

供

し

て

く

れ

た

。

入

賞

者

の

持

っ

て

い

る

写

真

で

読

者

は

そ

の

良

さ

が

わ

か

る
で
あ
ろ
う
。

今

年

は

、

幹

事

の

中

島

さ

ん
、
幹
事
元
締
め
の
橋
田
夫
人
の
二

人
が
俳
句
、
川
柳
の
双
方
で
入
賞
し

た
。
「
俳
句
は
感
性
、
川
柳
は
知
性
」

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
二
つ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
、
知
能
、
感
受
性

そ
し
て
顔
（
？
）
も
す
ば
ら
し
い
こ

と
が
皆
に
し
れ
渡
っ
た
。

カ
メ
ち
ゃ
ん
は
、
例
年
「
鈴
の
音

涼
し
」
を
句
に
入
れ
て
賞
を
得
て
き

た
。
今
年
は
そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
、

「
虫
の
音
涼
し
」
に
変
え
て
投
句
し

た
。
が
、
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

濱
田
継
夫
・
中
村
裕
子
（
三
七
回
）

写
真
協
力
・
沢
村
武
彰
（
三
八
回
）

俳
句
は
感
性
、
川
柳
は
知
性

お
題
「
花
野
・
露
」

《

俳
句

》

子
の
声
の

す
き
と
お
り
く
る

花
野
か
な

中
島
宏

幼
な
子
の

手
を
引
き
歩
む

花
野
か
な

橋
田
恵
美
子

天
高
く

神
よ
り
降
り
し

杉
の
露

岡
野

啓

《

川
柳

》

断
捨
離
の

行
き
着
く
先
は

我
が
身
か
な

橋
田
恵
美
子

下
仁
田
の

ネ
ギ
齧(

か
じ)

り
つ
つ

色
話

池
田
博
臣

お
お
つ
ら
も

今
日
は
子
猫
に

妻
の
横

中
島
宏



ー創刊当時のエピソードを教えてください。

ー

ー思い出に残っている記事は？
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筆山 創刊より３０周年

１９８５年１１月。当時１８００余名となった関東支部会員のお互いの親睦を図り、母校の発展に
も寄与できる会報誌になるようにと期待されて創刊号が発行されました。第５０号時にはバックナン
バーが整理され、１号から閲覧できるようになりました。
創刊から３０年、今回はこれまでに編集に関わってきた方々にエピソードをお聞きしました。想い

出の記事や出来事からは、楽しく編集されていた様子が窺えます。
登場は、小松勢津子（３５回）・岩村康生（４１回）・鶴和千秋（４１回）・西岡恒憲（４１回）

・藤宗俊一（４２回）の５氏です。（編集部）

みなさんもバックナンバーから若い日の自分の姿を探してみませんか。
【土佐高 関東支部】で検索すると、左肩に校章のあるホームページへ。

校章の下６番目「支部報・筆山」をぜひのぞいてください。３０年を振り返ることができます。

小松

西岡

岩村

藤宗

西岡 「失敗談はいっぱいあるのだが忘れられないことが一つある。ある号の編集が終わり、印
刷 も 終わり 、発送直前に、物故者通知欄「お悔やみ申し上げます」にまだ存命中の大先輩
の名前を間違 って載 せ て し ま っ た こ と が 分 か っ た 。泡食って夜中に印刷担当の同期４１

小松 「編集会議はいつも、ＪＲ総武線の飯田橋駅東口の『喫茶白ゆり』
で。岩村さんと私の会社に近かったからだ。１階がパチンコ 屋 さんの
２階。いかにも昭和の昼下がりといった、レトロで居 心地はいいけれ
ど、派手派手の不思議な店だった。２００９年に閉店したとか。」

岩村 「 創刊編集会の開かれた喫茶店は、ただっ広い古典的な店だっ

た。ボックス席には、当時の言葉で言えばアベックもおらず、傍目を

気にせず土佐弁がしゃべれたのが有り難かった。」

小松 「 関 東 支 部 の 機 関 誌 を 発 行 す る こ と に な り 、 最 も
困 っ たの は そ の 誌 名 だ っ た 。土 佐 中 ・ 高 の 新 聞 部 の紙 名
で す で に廃 刊 に な っ て い た『向 陽 （新 聞 ）』 と 、同 じ く 文
芸 部の誌 名で や は り廃 刊されていた『 筆山 』以 外 思 い つ か な
か っ た 。結 局 『 筆 山 』 に 決 定 ！ 」

藤宗 「『甚太先生歳時記』をきっかけに、最も嫌っ（われ）

ていた 最 終 学級 主任 と仲直りできたこと。」

西岡 「『猿も寝らあ（サルモネラ菌中毒事件）』や

『籠尾監督最後の甲子園・特 集記事』が思い浮かぶ。」

岩村 「勝手に『東映時代劇・姫拉致監禁事件』と呼んでいる鶴和君の１７号（１９

９３年１２月）の記事が印象深い。突然事務局を言い渡された彼の驚きがユーモラス

に綴られている。呼び出しの電話を受けた時、彼は事務所の引っ越しの真っ最中であっ

た。駆け付けた赤坂の小料理「土佐」の奥座敷では同窓会関東支部の幹部たちが待ち

かまえていた。いきなり事務局を引き継げとのお達し であ

る。まさ に 晴天の霹靂。その場の雰囲気を３０年代の東映

映画で悪代官や取り巻きたちに詰 め 寄 ら れ 、逃げも隠れも

出来ないか弱き姫になぞらえている。 悪 役とは 同窓会関 東

支部草創の頃からの古老たちで多くは既に鬼籍に入られた。

記事の正式のタイトルは『事務局を拝命しました 』 とおと

なしいが中身は実に柔軟で面白い。」 第３号表紙 田中彰（４３回）



ー編集に関わるようになったきっかけを教えてください。
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第二代編集長・戸田博之（３８回）さんは、数々の逸話（筆山２８号）を残されて、
平成１２年２月１２日、お若くしてご他界されました。

１５年経った今、改めて故人を偲び、ご冥福をお祈りします。

第５号表紙 浜田幸康（５５回）

第１３号表紙 佐々木泰子（３３回）

回岩村編集委員に電話して、発送直前の印刷済み筆山を全部
廃棄して、全て印刷しなおしてもらった。余計な経費がかかっ
てしまった。その後岩村君は確認のためその大先輩本人に電
話をしたという。「 やっ ぱり まだ 生きちょったぞ」とあとで
報告を受けた。冷汗三斗の思い出。」

小松 「第７号の、東大工学部教授で、東大野球部投手として１７
勝し、当時土佐校の理事会の顧問でもいらっしゃった岡村 甫氏
（３２回）の母校へのご注文に感銘を受けた。「私は教育というの
はそれにかかわる人の資質や向上心ややる気がすべてだから、それ
をいかに高めていくかが一番大事だと思うんですね。（以下略）」
私の今後の人生の目標は「機嫌よく一人で暮らす」なのだが、この
「機嫌よく」がなかなか難しい。教師と生徒の一人二役を務めなが
ら、楽しく「土佐校ごっこ」をして行きたい。」

藤宗 「事務所を開いて暇していた頃、それまで『土佐高には何の恩義もない』と嘯いて同 窓会活動
に無関心だった人間に岩村さんから突然幹事会への招待状が届いた。『もしかすると仕事の話が…』と、
助平心を抱いたのが悪の道に引き込まれた発端です。その席で『小松さんが仕事の都合で…』という悪
意に満ちあふれた岩村さんの挨拶だけで、『 筆山』の編集委員に任命されてしまった。しかも、あの
サルモネラ（猿も寝らあ）事件で奥様から『ウチのは殺しても死にません！』と言われた戸田さんが編
集長。９号 から１４号まで、『後は頼んだぜよ』が口癖の名 編 集 長にこき使われ、『ちょっとブ ラ
ジルに行ってくる きにヨロシク』と 編集長の座まで押し付けられてしまった。結局２４ 号ま で足か
け１０年間ご奉公させていただきましたが、その間、仕事の話 は一 度 も無し。只、他では 得 難い先
輩 、後輩に恵ま れたことを感 謝しています。」

西岡 「同期４１回の鶴和鬼事務局長の強請で無理やり始めさせられたが、編集 委員の人たち が 皆
ユニークで良 く働 く人たち な ので一緒 にやるのが楽しかった。」

鶴和 「同期の岩村氏をはじめとするお歴々に手籠め同然に関東支部事務局を引き受けさせられ、
『筆山１７号』でか弱き姫になぞらえられた吾輩であったが、僅か５年後に鬼の形相に変貌、同期の
西岡氏に２５号からの編集長を押 し付けた 。そ の西 岡 氏も５２号 で は 往 年の 美少女、現在も
“童女”と尊 称される永森 嬢（４４回）に向後を命 ず る 。げに怪し恐ろし同窓会の世界ではある。」

中平（５９回） 現在、永森さんから、怪し恐ろし同窓会の世界？に引きずり込まれた私は、あこ
がれる先輩や応援したくなる後輩に「『筆山』 書いてくれませんか？」とささやく日々。
「若いうちの苦労は買ってでもしろ！」というがもう５０歳と若くはない。「経験は財産だ」
というが飲み会代は嵩む。でも、どっぷり浸かって心地いい湯加減なのがなんとも不思議です。
編集員募集中。皆で混浴しませんか。

鶴和 「永森嬢 は 約束 の２年の年 季
明けを待たず５５号で一時休養の止む
なきに至った。東京オリンピックで復
活が期待されるソフトボールに“リエ
ントリー”というルールがある。チャ
ンスで投手に打順が回ると強打の代打
を送り、或いは投手が出塁すると俊足
の代走を送る。その投手は次の回の守
備から再びマウンドに上ることが出来
る＜再出場＞のルールである。曰く「童女様、早よ
うもんて来いや」、曰く「おまんが居らんと宴会が
盛り上がらんき、しょうイカン」。古里で英気を養
いつつある 永森嬢に聞えよとばかり、リエントリー
を待ち望む声、巷より沸々と湧き上がる。編集部一
同も一日千秋の思いで復帰を待ち侘びている。」

鶴和



田島征三（34回生）
「かとりせんこう」
<2015.6 \864 福音館書店>

「学校はからっぽにならない」
<2015.11 \720 現代企画室>

「オオカミのはつこい」
<2015.11 ￥1,512 偕成社>

「(空間絵本) 学校はカラッポ
にならない 鉢&田島征三絵本と
木の実の美術館 2009-2015」
<2015.11 ￥4,320 現代画室>

西村繁男（40回生）
「おばけもこわがるおばけ」
<2015.7 ￥1,404 童心社>

高山宏（42回生）
「さかさまさかさ（ピーター・
ニューエル作）」
<2015/9 \1,728 亜紀書房>

加賀野井秀一（44回生）
「知覚の本性[新装版] モーリ
ス・メルロ=ポンティ著」
<2015.6 \2,160 法政大学出版
局>

阿部知暁（51回生）
「ゴリラが胸をたたくわけ」
<2015.9 \1,404 福音館書店>

坂東眞砂子（51回生）
「真昼の心中」
<2015.7 \1,620 集英社>

森岡正博（52回生）
「草食系男子の恋愛学 : 草食
系男子の恋愛学 [Kindle版]」
<2015.11 ￥566 KADOKAWA /メ
ディアファクトリー>

「脳死概念における人格性と尊
厳の哲学的研究[Kindle版]」
<2015.6 ￥1,851 Kinokopress >

「書評という快楽 : 臨死体験
からＡＶ女優まで[Kindle版]」
<2015.7 ￥250 Kinokopress>

門脇護（53回生）
（ペンネーム 門田隆将）
「神宮の奇跡」
<2015.9 \821 講談社>

「日本、遥かなり：エルトゥー
ル ル の 「 奇 跡 」 と 邦 人 救 出 の
「迷走」」
<2015.11 ￥1,728 PHP研究所>

英保未来（54回生）
（ペンネーム 大森望 ）
「ブラックアウト 上＆下（コ
ニー・ウィリス著）」
<2015.7 各\1,037 早川書房>

「NOVA＋ 屍者たちの帝国」
<2015.10 \821 河出書房新社>

森岡浩（55回生）
「高校野球100年史」
<2015.6 \3,240 東京堂出版>

「高校野球 熱闘の100年:甲子
園の怪物たち」
<2015.6 \864 KADOKAWA>

「少しかしこくなれる名字の話
: イラストですっきりナット

ク!!」
<2015.8 ￥637 笠倉出版社>
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